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２００５年７月１３日

ジャパン・デジタル・コンテンツ信託株式会社
土井宏文

第３回コンテンツ流通推進シンポジウム
－第３部パネルディスカッション－

「資金調達の多様化と外部資金導入のための条件整備について」
（資金提供者サイドからの視点）
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資金提供の現状と問題点

制作会社の規模＜制作費 ⇒ 企業リスク（コーポレートリスク）→事業リスク（プロジェクトリスク）
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制度的な措置の状況
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（2004/12、一部みなし有価証券化により保護強化）

製作委員会方式 ＳＰＣ方式

映画ファンド

信託業法改正
２００４．１２．３０
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＜リスク／リターン評価＞
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リスク評価 マーケット分析

データ

ＪＤＣ信託の評価システム

シネマプロフェッサ等スコアリング方式
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業界内

特定目的会社方式

製作委員会（＝組合方式）

一般投資家 （法律の保護必要）
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信託方式

制作者への還元

信託業法改正
２００４．１２．３０
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＜信託の概要＞
信託対象：劇場用映画「阿修羅城の瞳」（滝田洋二郎監督）
信託設定日： 2005年7月1日
最終決算時期： 2006年10月末
信託契約期間：1年3ヶ月

知的財産権信託第一号案件

企業A

企業B

①映画著作権
の信託の設定

②信託受益権
の交付

③信託受益権
の一部を販売

④購入代金

映画

映画

ＪＤＣ信託

信託勘定

映画

マーケット

⑧配当

松竹
（幹事会社）

映画

製作委員会

機関投資家

⑦収益

⑦分配金

⑦分配金

⑤興行／販売 ⑥収益
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http://www.jdc.jp/

http://www.jdc.jp/

